
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

小5-中1 - 他者参照で進捗と結果を共有する オクリンクプラス

班ごとの実験の進捗と結果を、全体で共有する

準備：
・共有コードを使用してカードを取得する。
・実験の内容をカードに入力し、子供たちのマイボードに送る。
・みんなのボードに班名のカードを横に並べておく。

授業の流れ：
1. 実験の1つが終わったら班の代表者が実験結果のカードに入力して、「みんなのボード」の班名のカー

ドの下に配置する。
2. ２つめの実験以降も、実験結果のカードに入力して、同様に「みんなのボード」の班名のカードの下に

配置する。
3. 先生が、各班が書き込んだカードを大型モニタ等で全体共有する。

• それぞれの班の実験結果を横並びで確認できるため、他の班のカードがどんどん追加されて
いくのを見て自分たちも実験を進めようという気持ちにさせます。

• 結果に応じてカードの色を指定すると比較が容易にできます。
• 理科の実験の他、調理実習、調べ学習など段取りのある取り組みにお使いいただけます。
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ICTサポータの活用事例
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実験結果を入力するカード
（小学5年理科「もののとけかた」の例）

すべての班の結果を全体で確認する

溶けきれなかった食塩・ミョウバンが
水を増やしたり温めることで溶けた場合に
カードの色を「ピンク」にした例

イラスト出典：いらすとや https://www.irasutoya.com/
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【参考資料】すべての班の結果を全体で確認する例

（小学5年理科「もののとけかた」の例）

溶けきれなかった食塩・ミョウバンが、水を増やしたり温めることで溶けた場合に
カードの色を「ピンク色」にした例

班活動

実験結果を入力するカード
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